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今日から  です！ （９月３０日まで）

ほけんだより 臨時号 平成２２年９月２４日発行 京都府立鳥羽高等学校保健部 

結核って 

知って 

いますか？

 

症状を 

知って  

いますか？

どのように 

感染するか 

知っています

か？ 

予防方法や 

治療方法を 

知っています

か？ 

 結核患者の咳や痰か

ら結核菌が飛び散り、

周囲の人がそれを直

接吸い込んで感染し

ます。 

 感染すると必ず発

病するわけではなく、

体力や免疫力が落ち

たときに発病しやす

くなります。 

 結核は、結核菌によ

って、主に肺に炎症を

起こす病気です。 

 日本では、５０年前

まで年間死亡者が１０

万人にも及び死亡原因

の第１位でした。 

 現在は、１日に６８

人の新しい患者が発生

し、６人が命を落とし

ています。 

・体力、免疫力を高め

る。（十分な睡眠、

バランスのとれた

食事、適度な運動）

・BCG 接種（予防接種）

・早期発見（２週間以

上咳が続くときは

受診する） 

・結核と診断されても

 ６ヶ月間薬を飲め

ば治
なお

ります。 

 
 
 

 

 

では、なぜ 

結核は、予防

キャンペーン

をするほど 

問題になるの

でしょうか。 

(裏面参照) 

 

？

・咳
せき

が長引く。 

（２週間以上続く） 

・痰
たん

が出る。 

 （血が混じる） 

・微熱が長引く。 

・体がだるくて活力

が出ない。   

 

 



 
１ 結核と気づかず周囲にうつしてしまいます！ 

 初期症状は風邪とよく似ているので、咳が続くな～と思いながら

医療機関に行かず、診断が遅れることがあります。 

 １ヵ月以上咳が続く人からは 25 人に 1 人の割合で結核患者が見

つかっています。 

 

４ 結核は、世界の 3 大感染症の１つ。日本は、世界の

中では中まん延国です！ 

３ 感染者がますます高齢化しています！ 

２ 集団感染が増加しています！ 

 特に、若い世代で 

結核に抵抗力（免疫） 

を持たない人が増加 

しています。 

 都会への移動、海外と 

の交流、アルバイトなど 

感染の機会が増えている 

ことや不規則な生活も発 

病のリスクになっていま 

す。 

 働き盛りの人も発見が 

遅れがちです。 

＊大都市罹患率(10 万対) 

大阪市(50.6)名古屋市 

(31.6)東京特別区(28.6) 

・・ 

 1990 年代、60 歳代が一番多かった結核患者は、2001 年には、70 歳代。

2006 年には 80 歳代に移行しています。これらの人々は、青年期に感染し菌

が眠っている状態であったのが、糖尿病などの生活習慣病や手術等々で免疫

が低下し発病に至ったと考えられます。（高齢化により免疫が低下しやすい状

態にあります） 

５ 超多剤耐性結核菌が検出されています！ 

 結核と HIV/AIDS、マラリアが世界の 3 大感染症と言われています。 

 結核は、世界では、総人口の 1/3 が感染しており、毎年９４０万人が発病、

１８０万人が死亡しています。HIV 感染者の増加も結核のまん延を加速さ

せています。 

 日本の結核罹患率は、米国(4,3%)、英国(13.9%)などの先進国と比べると

19%と高く、「中まん延国」になります。 

 

 結核は薬を飲むと治りますが、中途半端な飲み方をすると、薬が効かな

い菌が出現します。近年、結核に使われる主要な治療薬の４種類以上の薬

が効かない「超多剤耐性結核菌」が検出されており、東ヨーロッパやアジ

アを中心に広がりつつあります。 

出典：結核予防会：結核の常識 2009.2010、http://www.otsuka.co.jp/disease/kekkaku/kekkaku01.html 


